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(54)【発明の名称】 医療用内視鏡

(57)【要約】
【課題】観察部分が挿入部の先端面に接触（密着）また
は近接した状態でも鮮明な観察像が得られるとともに、
挿入部の細径化にも有利な医療用内視鏡を提供するこ
と。
【解決手段】本発明の医療用内視鏡は、観察像を伝送す
るイメージガイド５と、イメージガイド５の先端側に設
けられた対物レンズ６と、観察部分を照らす照明光を伝
送するライトガイド７とを有する。対物レンズ６の先端
側には、円柱状の透明体８が設けられている。透明体８
の長さは、対物レンズ６の焦点深度範囲内の長さになっ
ている。透明体８の基端面は、対物レンズ６の先端面に
接合されている。ライトガイド７の先端は、透明体８の
基端面に接合されており、ライトガイド７の先端から出
射した光は、透明体８を通過して観察部分に照射され
る。透明体８の先端面には、ライトガイド７の出射した
光が反射するのを防止する光反射防止膜１１が設けられ
ている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  観察像を伝送するイメージガイドと、前
記イメージガイドの先端側に設けられた対物レンズとを
有する医療用内視鏡であって、
前記対物レンズの焦点深度範囲内の長さの円柱状の透明
体を前記対物レンズの先端側に設け、前記透明体の基端
面が前記対物レンズの先端面に接合するように配置した
ことを特徴とする医療用内視鏡。
【請求項２】  観察部分を照らす照明光を伝送するライ
トガイドを有する請求項１に記載の医療用内視鏡。
【請求項３】  前記ライトガイドの先端から出射した光
が前記透明体を通過して観察部分に照射される請求項２
に記載の医療用内視鏡。
【請求項４】  前記透明体の先端面に光反射防止膜が設
けられている請求項３に記載の医療用内視鏡。
【請求項５】  前記ライトガイドの先端から出射した光
が前記透明体を通過せずに観察部分に照射される請求項
２に記載の医療用内視鏡。
【請求項６】  前記透明体の側面が光反射膜で覆われて
いる請求項５に記載の医療用内視鏡。
【請求項７】  管腔内に挿入する挿入部の先端部の外径
が１mm以下である請求項１ないし６のいずれかに記載の
医療用内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療用内視鏡に関
する。
【０００２】
【従来の技術】生体内の管腔に挿入して使用する医療用
内視鏡が知られている。図５は、従来の医療用内視鏡
（光学内視鏡）の挿入部の先端部を示す縦断面図であ
る。同図に示すように、従来の医療用内視鏡１００の挿
入部１１０には、観察像を伝送するイメージガイド１２
０と、イメージガイド１２０の先端側に接合された対物
レンズ１３０と、照明光を伝送するライトガイド１４０
とが設置（内蔵）されている。
【０００３】血管、卵管等の生体内の管腔には、細い箇
所や屈曲、蛇行した箇所が存在するが、このような箇所
に医療用内視鏡１００の挿入部１１０を挿入した場合、
管腔の内壁（観察部分）と挿入部１１０の先端面との間
に十分な隙間が確保できなくなることがある。すなわ
ち、対物レンズ１３０の先端面と観察部分との距離が短
くなったり、観察部分が対物レンズ１３０の先端面に接
触（密着）する状況になることがある。このような場
合、従来の医療用内視鏡１００では、対物レンズ１３０
の先端面と観察部分との距離が対物レンズ１３０の焦点
深度の最小値よりも短いと、観察像が結像できずにぼや
けた映像となり（普通のスチルカメラで設定値以内の接
写ができないのと同じ現象である）、所見が取れなくな
る、という問題があった。
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【０００４】また、対物レンズの先端面が観察部分と接
触（密着）しても観察像がぼやけないようにするために
対物レンズの焦点深度の中心値を短く設定することも考
えられるが、対物レンズの焦点深度の中心値を短くする
と、これに比例して焦点深度の範囲が狭くなり、さらに
対物レンズの視野が狭くなって拡大倍率が大き過ぎるよ
うになるので、解決策とはならなかった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、観察
部分が挿入部の先端面に接触（密着）または近接した状
態でも鮮明な観察像が得られるとともに、挿入部の細径
化にも有利な医療用内視鏡を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】このような目的は、下記
（１）～（７）の本発明により達成される。
【０００７】（１）  観察像を伝送するイメージガイド
と、前記イメージガイドの先端側に設けられた対物レン
ズとを有する医療用内視鏡であって、前記対物レンズの
焦点深度範囲内の長さの円柱状の透明体を前記対物レン
ズの先端側に設け、前記透明体の基端面が前記対物レン
ズの先端面に接合するように配置したことを特徴とする
医療用内視鏡。
【０００８】（２）  観察部分を照らす照明光を伝送す
るライトガイドを有する上記（１）に記載の医療用内視
鏡。
【０００９】（３）  前記ライトガイドの先端から出射
した光が前記透明体を通過して観察部分に照射される上
記（２）に記載の医療用内視鏡。
【００１０】（４）  前記透明体の先端面に光反射防止
膜が設けられている上記（３）に記載の医療用内視鏡。
【００１１】（５）  前記ライトガイドの先端から出射
した光が前記透明体を通過せずに観察部分に照射される
上記（２）に記載の医療用内視鏡。
【００１２】（６）  前記透明体の側面が光反射膜で覆
われている上記（５）に記載の医療用内視鏡。
【００１３】（７）  管腔内に挿入する挿入部の先端部
の外径が１mm以下である上記（１）ないし（６）のいず
れかに記載の医療用内視鏡。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の医療用内視鏡を添
付図面に示す好適な実施形態に基づいて詳細に説明す
る。
【００１５】＜第１実施形態＞図１は、本発明の医療用
内視鏡の第１実施形態を示す側面図、図２は、図１に示
す医療用内視鏡の挿入部の先端部を示す縦断面図、図３
は、図２中のＸ－Ｘ線断面図である。なお、以下では、
説明の都合上、図１および図２中の右側を「基端」、左
側を「先端」と言う。
【００１６】図１に示すように、医療用内視鏡１は、細
長い挿入部２と、挿入部２の基端側に設置された操作部
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３とを備えている。
【００１７】挿入部２は、生体の管腔内に挿入される部
分であり、可撓性を有している。挿入部２は、管腔内の
形状部分に沿うように適宜湾曲させつつ、目的部位（観
察部分）まで挿入することができる。
【００１８】操作部３は、使用者が把持して医療用内視
鏡１全体を操作する部分である。操作部３の側部には、
ライトコネクタ３１が突出している。ライトコネクタ３
１は、医療用内視鏡１を光源装置（図示せず）に接続す
るためのものである。このライトコネクタ３１に接続さ
れた光源装置内の光源から供給された光は、後述するラ
イトガイド７により伝送（導光）され、観察部分に照射
される。
【００１９】また、操作部３の基端側には、観察部分の
像を見るための接眼部４が設けられている。観察部分に
照射された照明光の反射光（観察像）は、後述するイメ
ージガイド５により接眼部４へと伝送（導光）される。
【００２０】図２に示すように、挿入部２の先端部２１
の外周部は、チューブ状（筒状）のシース２２で被覆さ
れている。シース２２は、管腔内に挿入したときに、挿
入部２の内蔵物（イメージガイド５、対物レンズ６、ラ
イトガイド７、透明体８等）が生体組織と接触しないよ
うにするとともに、挿入部２の内蔵物を保護する機能を
有するものである。シース２２の構成材料は、特に限定
されないが、例えば、ポリイミド、ポリウレタン、ポリ
エチレン、ポリテトラフルオロエチレン、ポリアミド、
ポリアミドエラストマー、ポリエーテルイミド、ＰＥＥ
Ｋ、ＰＦＡ、ＥＴＦＥなどが挙げられる。
【００２１】挿入部２の内部（シース２２の内側）に
は、挿入部２のほぼ全長にわたってイメージガイド５が
配設されている。イメージガイド５の先端側には、対物
レンズ６が接合されている。
【００２２】対物レンズ６は、観察部分の像（観察像）
をイメージガイド５の先端（入射端）に結像させるため
のものである。対物レンズ６は、観察像を結像させるこ
とができるものであればいかなるものでもよいが、ロッ
ドレンズであるのが好ましい。イメージガイド５への装
着を容易にすることができるからである。
【００２３】対物レンズ６の焦点深度範囲は、特に限定
されないが、下限値（最小値）が０．３mm以上であるの
が好ましい。
【００２４】対物レンズ６の焦点深度範囲の下限値を
０．３mm以上にすることにより、生体の管腔に生じた病
変部を把握するのにより適切な拡大倍率が得られるとい
う効果がある。
【００２５】イメージガイド５は、光ファイバーで構成
された導光体であり、対物レンズ６により結像した観察
像を接眼部４に伝送（導光）するものである。イメージ
ガイド５を構成する光ファイバーは、例えば、クラッド
内に多数のコアが分散して埋入された構成になってい

4
る。
【００２６】イメージガイド５の直径（外径）は、特に
限定されないが、０．１～２．０mmであるのが好まし
く、０．２～０．６mmであるのがより好ましい。イメー
ジガイド５の直径が前記上限値を超えると挿入部２の外
径を細径化するのが困難となる場合があり、イメージガ
イド５の直径が前記下限値未満であると、前記コアの直
径や配設密度等の各条件によっては画素数が減少し、解
像度が低下する場合がある。
【００２７】また、挿入部２の内部（シース２２の内
側）には、挿入部２のほぼ全長にわたってライトガイド
７が配設されている。ライトガイド７は、光ファイバー
（光ファイバー束）で構成された導光体であり、観察部
分を照らす照明光を伝送するものである。すなわち、ラ
イトガイド７は、光源装置（図示せず）から照射された
光を先端方向へ導光する。図３に示すように、本実施形
態では、ライトガイド７は、６本設置されている。
【００２８】イメージガイド５およびライトガイド７の
構成材料としては、例えば、ガラス、プラスチック等が
挙げられる。プラスチックの種類としては、例えば、ポ
リメチルメタクリレート、ポリスチレン、スチレンアク
リロニトリル、ポリカーボネート、ポリクロロスチレ
ン、ポリウレタン等が挙げられる。
【００２９】さて、このような医療用内視鏡１における
対物レンズ６の先端側には、円柱状の透明体８が設けら
れている。この透明体８の基端面は、対物レンズ６の先
端面に接合されている。
【００３０】透明体８の軸方向の長さは、対物レンズ６
の焦点深度範囲内の長さになっている。これにより、例
えば管腔の内壁等の観察部分が透明体８の先端面（挿入
部２の先端面）に接触（密着）または近接した状態のと
き、この観察部分と対物レンズ６の先端面との距離は、
対物レンズ６の焦点深度範囲内の長さになる。よって、
本発明の医療用内視鏡１では、観察部分が透明体８の先
端面に接触（密着）または近接した状態であっても、観
察部分に対物レンズ６の焦点が合うため、鮮明な観察像
が得られる。
【００３１】これに対し、図５に示す従来の医療用内視
鏡１００では、透明体８が無いため、観察部分が対物レ
ンズ１３０の先端面（挿入部の先端面）に接触（密着）
または近接した状態では、観察部分と対物レンズ１３０
の先端面との距離が対物レンズ１３０の焦点深度の下限
値（最小値）より小さくなる。よって、対物レンズ１３
０の焦点が観察部分に合わず、観察像がぼやけ、所見が
得られないという不都合を生じる。
【００３２】透明体８の基端面と対物レンズ６の先端面
とは、単に接触（圧接）しているだけでも良く、固着さ
れていても良いが、固着されているのが好ましい。これ
により、透明体８の基端面と対物レンズ６の先端面とが
ずれたり、隙間を生じたりするのを防止することができ
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る。
【００３３】また、本発明では、透明体８の形状は、円
柱状をなしている。換言すれば、透明体８の外径は、軸
方向（挿入部２の長手方向）に沿ってほぼ一定になって
いる。これにより、透明体８が設置された部分の挿入部
２の外径を対物レンズ６が設置された部分の挿入部２の
外径とほぼ同じにすることができる。すなわち、透明体
８の設置による挿入部２の外径の大径化を防止すること
ができ、挿入部２の細径化に有利である。また、透明体
８の製造（加工）が容易であり、製造コストを低く抑え
ることもできる。
【００３４】これに対し、仮に、透明体の外径が軸方向
に沿って変化するようなもの（例えば、円錐台状（テー
パ状）のものやラッパ形のもの、外周部に段差があるも
のなど）である場合には、透明体の製造（加工）に多大
な手間が掛かり、製造コストが増大する。また、透明体
が、先端方向に向かって外径が漸増する円錐台状やラッ
パ形のものである場合には、透明体が設置された部分の
挿入部の大径化を招来し、細い管腔に挿入できないもの
となる。
【００３５】透明体８の構成材料としては、光透過性の
高い材料であればいかなるものでもよく、例えばガラ
ス、プラスチックが挙げられる。プラスチックの種類と
しては、例えば、ポリメチルメタクリレート、ポリスチ
レン、スチレンアクリロニトリル、ポリカーボネート、
ポリクロロスチレン等が挙げられる。
【００３６】また、透明体８の屈折率は、特に限定され
ないが、２．０以下であるのが好ましく、１．６以下で
あるのがより好ましい。透明体８の屈折率がこの値を超
えると、対物レンズ６の条件等によっては、観察像の歪
みを生じる場合がある。
【００３７】本実施形態では、透明体８の外径は、対物
レンズ６の外径より大きく、シース２２の内径とほぼ同
じになっている。そして、ライトガイド７の先端面も透
明体８の基端面に接合されている。これにより、ライト
ガイド７の先端から出射した光（照明光）は、透明体８
を通過して観察部分に照射される。このような構成によ
り、観察部分に透明体８の先端面が接触（密着）して
も、十二分な光量が得られる。
【００３８】本実施形態では、透明体８の先端面には、
光反射防止膜１１が設けられている。この光反射防止膜
１１により、ライトガイド７の先端から出射して透明体
８内を通過した光が透明体８の先端面で反射するのが防
止される。これにより、照明光の透明体８の先端面での
反射光が対物レンズ６に入射（混入）するのが防止さ
れ、よって、より鮮明な（見易い）観察像が得られる。
【００３９】光反射防止膜１１の構成としては、特に限
定されないが、例えば、高屈折率層（例えばＴｉＯ

２
、

ＺｒＯ
２
等）と低屈折率層（例えばＳｉＯ

２
、ＭｇＦ

２

等）とが積層された多層薄膜（ＡＲコート膜）などが挙
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げられる。また、この光反射防止膜１１は、例えば、各
種気相成膜法（真空蒸着、スパッタリング、イオンプレ
ーティング等）により形成することができる。
【００４０】この光反射防止膜１１の光の反射率は、好
ましくは１０％以下、より好ましくは５％以下とされ
る。
【００４１】本発明では、挿入部２の先端部２１の外径
は、特に限定されないが、１mm以下であるのが好まし
く、０．４～１mmであるのがより好ましい。これによ
り、生体内の比較的細い管腔（内腔）や、屈曲・蛇行し
ている箇所へも容易に挿入することができる。
【００４２】＜第２実施形態＞図４は、本発明の医療用
内視鏡の第２実施形態における挿入部の先端部を示す縦
断面図である。
【００４３】以下、図４を参照して本発明の医療用内視
鏡の第２実施形態について説明するが、前述した実施形
態との相違点を中心に説明し、同様の事項はその説明を
省略する。
【００４４】本実施形態では、透明体８の外径は、対物
レンズ６の外径とほぼ同じになっている。また、ライト
ガイド７の先端は、透明体８の先端面とほぼ同じ位置ま
で延長されている。これにより、ライトガイド７の先端
から出射した光（照明光）は、透明体８を通過せずに観
察部分に照射される。このような構成により、照明光の
透明体８における反射光が観察像に写り込むことがない
という利点がある。
【００４５】また、本実施形態では、透明体８の側面
（外周面）は、鏡面性質を有する光反射膜１２で覆われ
ている。この光反射膜１２により、ライトガイド７の側
面（外周面）からの漏光が透明体８内に入射（混入）す
るのが防止される。よって、より鮮明な（見易い）観察
像が得られる。
【００４６】光反射膜１２の構成材料としては、特に限
定されないが、例えば、アルミニウム、酸化マグネシウ
ム等が挙げられる。また、この光反射膜１２は、例え
ば、各種気相成膜法（真空蒸着、スパッタリング、イオ
ンプレーティング等）により形成することができる。
【００４７】この光反射膜１２の光の反射率は、好まし
くは９０％以上、より好ましくは９５％以上とされる。
【００４８】なお、光反射膜１２は、透明体８の側面全
体に設けられていなくてもよく、少なくともライトガイ
ド７の側面に対向する位置に設けられていればよい。
【００４９】また、本実施形態では、透明体８の先端面
には、光反射防止膜１１は設けられていない。
【００５０】以上、本発明の医療用内視鏡を図示の実施
形態について説明したが、本発明は、これに限定される
ものではなく、医療用内視鏡を構成する各部は、同様の
機能を発揮し得る任意の構成のものと置換することがで
きる。また、任意の構成物が付加されていてもよい。
【００５１】また、本発明の医療用内視鏡は、前記各実
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7
施形態のうちの、任意の２以上の構成（特徴）を組み合
わせたものであってもよい。
【００５２】
【実施例】次に、本発明の具体的実施例について説明す
る。
（実施例１）図１ないし図３に示す構造の医療用内視鏡
を作製した。この医療用内視鏡の挿入部の先端部の外径
は、０．６mmであった。この医療用内視鏡の他の仕様
は、以下の通りである。
【００５３】［対物レンズ］
外径：０．３mm、焦点深度：０．４～０．８mm、材質：
ホウケイ酸硝子のロッドレンズ
【００５４】［透明体］
長さ：０．６mm、外径：０．５mm、材質：ホウケイ酸硝
子、屈折率：１．４
【００５５】［イメージガイド］クラッド材中に３００
０本のコアを分散、埋入してなる外径：０．３mmの光フ
ァイバー
【００５６】［ライトガイド］
外径：０．１mmの光ファイバー
【００５７】［光反射防止膜］ＴｉＯ

２
よりなる高屈折

率層（厚さ０．２μm）と、ＳｉＯ
２
よりなる低屈折率

層（厚さ０．２μm）とを真空蒸着により５層積層して
なる多層薄膜（反射率：０．５％以下）
【００５８】（実施例２）挿入部の先端部が図４に示す
構造であること以外は実施例１と同様の医療用内視鏡を
作製した。この医療用内視鏡の実施例１との仕様の相違
点は、以下の通りである。
【００５９】［透明体］
長さ：０．６mm、外径：０．３mm、材質：ホウケイ酸硝
子、屈折率：１．４
［光反射膜］アルミニウム蒸着によりなる薄膜（反射
率：９９％）
（比較例）挿入部の先端部が図５に示す構造であり、透
明体および光反射防止膜を有しないこと以外は実施例１
と同様の医療用内視鏡を作製した。
【００６０】各実施例および比較例の医療用内視鏡の挿
入部を実験動物の血管（内径２mm）の内腔に挿入し、こ
の血管内部を観察した。その結果、各実施例の医療用内
視鏡では、挿入部の先端面（透明体の先端面）に血管の
内壁が密着した状態であっても、鮮明な観察像が得られ
た。これに対し、比較例の医療用内視鏡では、挿入部
（対物レンズの先端面）の先端面に血管の内壁が密着し
た状態では、観察像は、実用上所見が得られないほどに

8
ぼやけていた。
【００６１】
【発明の効果】以上述べたように、本発明によれば、対
物レンズの先端側に対物レンズの焦点深度範囲内の長さ
の円柱状の透明体を設けたことにより、観察部分が挿入
部の先端面に接触（密着）または近接した状態でも鮮明
な観察像が得られる。また、円柱状の透明体の設置によ
り挿入部が大径化することがなく、挿入部の細径化にも
有利である。また、円柱状の透明体は、製造が容易であ
り、医療用内視鏡の製造コストが大幅に増加するような
こともない。
【００６２】また、透明体の先端面に光反射防止膜を設
けた場合や、透明体の側面に光反射膜を設けた場合に
は、より鮮明で見易い観察像が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の医療用内視鏡の第１実施形態を示す側
面図である。
【図２】図１に示す医療用内視鏡の挿入部の先端部を示
す縦断面図である。
【図３】図２中のＸ－Ｘ線断面図である。
【図４】本発明の医療用内視鏡の第２実施形態における
挿入部の先端部を示す縦断面図である。
【図５】従来の医療用内視鏡（光学内視鏡）の挿入部の
先端部を示す縦断面図である。
【符号の説明】
１            医療用内視鏡
２            挿入部
２１          先端部
２２          シース
３            操作部
３１          ライトコネクタ
４            接眼部
５            イメージガイド
６            対物レンズ
７            ライトガイド
８            透明体
１１          光反射防止膜
１２          光反射膜
１００        医療用内視鏡
１１０        挿入部
１２０        イメージガイド
１３０        対物レンズ
１４０        ライトガイド
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